
令和 3 年 12 月 12 日 日曜 午前 10 時～ 

於 津田公民館 

 

津田地区連合自主防災会 

 

 緊急事態宣言の発出等で延期を余儀なくされていた防災訓練を、縮小した形ではありましたが実施することが

できました。関係する各種団体の各町代表が集まり、「防災出前講座 ステップ１」を受講しました。 

 

 

  

 

水田氏・重田氏の両議員が来賓として、また地域住民としてご参加くださいました。 



 

  

 

 

会場の都合で少人数となりましたが、熱心に地域防災について学ぶことができました。 



 

地域住民の命を守るために、災害対応の在り方を一つ一つ丁寧に説明していただきました。 

 

自助・共助の備えとして危機管理室の「命のパスポート」の重要さも教えていただきました。 

https://www.city.himeji.lg.jp/bousai/cmsfiles/contents/0000008/8691/PassPort.pdf


 

また、近年の災害傾向からハザードマップの見直しが行われたことや、居住地域のハザードマップを確認するこ

との重要性についても教えていただきました。 

 

https://www.city.himeji.lg.jp/bousai/cmsfiles/contents/0000015/15172/tsuda.pdf


また、小学校や公民館などの避難所に備えてある防災用品のリストや使用方法、管理状況に至るまで、姫路市の

危機管理状況についての詳しい説明もしていただけました。 

  
 

  

 

いつ起こるか分からない災害に、知らないところでしっかり備えられていることに驚きでした。 



 

避難所開設がスムーズに行えるように、過去の経験を生かした必要文房具まで備えてありました。 

 

また、津田地区の過去の災害事例や構・今在家の排水が集中する思案橋クリークの現状を共有し、今後の災害対

応に向けて共通理解ができました。 



 

帰りには備蓄アルファ化米の試食が配られ、各家庭でも防災意識を高めるよい体験ができそうです。 

防災訓練とはいえ、長時間の座学での研修となりましたが、参加者は皆さん真剣に学習することができました。 

津田地区の防災意識の高さを感じることができた２時間でした。 



 



 



 


